
森林な
人々第16回

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手　

雨
谷　

麻
世

　
「
一
粒
の
ド
ン
グ
リ
が
世
界
を
変
え
る
！
小
さ

な
小
さ
な
命
だ
け
れ
ど
、
地
球
の
命
を
支
え
て
る

〜
」

　
こ
れ
は
、
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
C
D「
僕

に
で
き
る
こ
と
」の
中
の
一
曲
、「
木
を
植
え
よ
う

〜
い
の
ち
の
森
〜
」の
歌
い
始
め
の
詞
で
す
。
実

は
私
が
作
詞
し
ま
し
た
。
今
、
植
樹
祭
の
応
援

ソ
ン
グ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
振
り
付
け
も

付
い
て
い
る
ん
で
す
よ
！
（
写
真
下
）で
も
、
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
の
私
が
、
な
ん
で
ド
ン
グ
リ
の
歌

を
・
・
と
お
思
い
で
し
ょ
う
。

　
今
か
ら
25
年
前
、「
歌
で
生
き
て
い
こ
う
！
」と

決
心
し
た
私
は
、
ま
ず
初
め
に「
コ
ン
サ
ー
ト
」を

開
催
し
、
多
く
の
人
々
に
出
会
い
、
応
援
頂
き
、

無
我
夢
中
に
走
っ
て
き
た
時
に
ふ
と
、
何
か
ご
恩

返
し
が
出
来
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
始
め
る
き
っ
か
け
で

し
た
。

　
平
成
8
年
か
ら
始
め
、「
子
ど
も
」を
テ
ー
マ

に
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ（
国
連
世
界
食
糧
計
画
）、
モ
ン
ゴ
ル

の
マ
ン
ホ
ー
ル
チ
ル
ド
レ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
小

学
校
を
つ
く
る
会
等
へ
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
平
成
14
年
か
ら
は「
子
ど
も
の
未

来
は
ふ
る
さ
と
＝
地
球
」と
思
い
立
ち
、「
鎮
守
の

森
ル
ネ
サ
ン
ス
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で「
子
ど
も
」

と「
森
」を
テ
ー
マ
に「
環
境
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
」を
始
め
た
ん
で
す
。

　
古
代
か
ら
、
自
然
を
畏
れ
敬
い
、
共
に
生
き

て
き
た
日
本
人
。「
鎮
守
の
森
」の
精
神
性
は
、
日

本
人
の
大
切
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
す
。
そ
ん
な
素
晴
ら
し

い
私
達
の
魂
の
遺
伝
子
を
、
再
び「
蘇
ら
せ
た
い
」

そ
ん
な
思
い
か
ら
、「
鎮
守
の
森
ル
ネ
サ
ン
ス（
再

生
）」と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
震
災
以
降
、
海
外
の

人
々
か
ら
称
賛
さ
れ
て
い
る
日
本
人
の
心
の
高
潔

さ
は
、
正
に
日
本
人
の
繋
い
で
き
た
素
晴
ら
し
い

「
鎮
守
の
森
」の
遺
伝
子
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
木
」を
植
え
る
こ
と
で
故
郷
が
元
気
に
な
り
、

歌
が
私
達
の
心
の「
気
」を
元
気
に
す
る
…
私
達
自

身
が
も
っ
と
自
分
に
自
信
を
持
ち
、
元
気
な
心
で

生
き
て
い
く
こ
と
…
そ
ん
な
思
い
で
続
け
、
環
境

チ
ャ
リ
テ
ィ
は
、
今
年
で
50
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
最
初
に
お
話
し
し
た
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ

「
僕
に
で
き
る
こ
と
」は
、「
鎮
守
の
森
」の
縁
で
生

ま
れ
た「
森
の
歌
」「
命
の
歌
」で
す
。
秋
田
県
で
の

全
国
植
樹
祭
で
も
歌
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
平
成

23
年
度
か
ら
は
小
学
5
年
生
の
音
楽
教
科
書
に

も
採
用
さ
れ
、
今
も
多
く
の
子
供
た
ち
が
歌
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
嬉
し
い
で
す
ね
！

　
昨
年
デ
ビ
ュ
ー
25
周
年
を
迎
え
、
26
年
目
の

今
年
は
再
び
初
心
に
還
る
年
で
し
た
。
音
楽
＝
歌

＝
私
に
は
何
が
で
き
る
の
か
・
・
音
楽
は
や
は
り

心
の
栄
養
、
ビ
タ
ミ
ン
で
す
。
皆
さ
ん
に
音
楽
を

も
っ
と
も
っ
と「
食
べ
て
」い
た
だ
き
、
心
が
元
気

に
な
っ
て
ほ
し
い
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
い

い
歌
を
届
け
た
い
、
そ
う
そ
う
、
た
ま
に
は
森
の

中
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
た
い
で
す
ね
〜
…
自
然
の

中
に
い
る
と
、
人
は
皆
、
心
の
鎧
が
取
れ
て
、
生

ま
れ
た
時
の
無
垢
な
心
に
な
れ
る
ん
で
す
か
ら
。

音
楽
活
動
を
通
じ
て
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に「
森
」を
育
て
る

「
鎮
魂
の
森
に
捧
ぐ
、
祈
り
の
詩う
た
」チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

雨谷　麻世　（あまがい　まよ）

〜魂を揺さぶる究極のクリスタル・ヴォイス！〜
東京芸術大学音楽学部声楽科卒業。川崎市名誉文化
大使。
ルネッサンス、バロック、フランス歌曲までも歌いこ
なす実力派シンガー。ザルツブルク八重奏団、東京
都交響楽団、佐渡裕等と共演。平成8年よりチャリテ
ィコンサートを始め、平成14年からは環境省の後援
で「鎮守の森」と「子ども」をテーマにしたチャリティコンサートを続け、平成26年10月に
は森林・みどりづくりの功績により林野庁長官より感謝状を授与される。
平成23年度よりオリジナルソング「僕にできること」が小学5年生の音楽教科書に採用。

「第61回全国植樹祭」では天皇陛下の御前で君が代を独唱。
「NHK歌謡チャリティコンサート」「徹子の部屋」「とくダネ！」「NHKラジオ深夜便」等に
出演。国際森林年記念コンサートやインドの世界的な経済サミット「Gujarad 2011」で
歌声を披露するなど、国内外で活躍する注目のソプラノ歌手。
公式ホームページ　http://www.mayocrystalvoice.com

　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

音
楽
を
、
た
べ
よ
う
。

雨
谷
麻
世

ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

12
月
22
日
㈫
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ン
タ
ル
ホ
テ
ル
東
京

問合せ　Mayo Crystal Music
　　　　Tel.045-866-1892
http://mayocrystalvoice.com/
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変
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
世
界
３
大
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
の
一
つ
、
イ
ギ
リ
ス
の

「
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
国
際
映
画
祭
」で
は
、
数
千

本
の
中
か
ら
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
の
８
本
に
選
出
い

た
だ
き
ま
し
た
し
、
７
月
に
ス
ペ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
、
第
４
回「
マ
ド
リ
ッ
ド
国
際
映

画
祭
」で
は
、
最
優
秀
外
国
語
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
作
品
賞
と
最
優
秀
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
賞
の

２
冠
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま

で
に
、
７
本
の
映
画
祭
か
ら
招
待
を
受
け
て
い

ま
す
。（
平
成
27
年
９
月
28
日
現
在
）。

　
面
白
い
こ
と
に
、
映
画
祭
な
ど
、
海
外
で
上

映
さ
せ
て
い
た
だ
く
時
と
、
日
本
で
上
映
し
た

時
に
は
、
観
客
の
反
応
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま

す
。
上
映
後
に
宮
澤
監
督
が
ご
挨
拶
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
後
、
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
日
本
で
の
上
映
後
は
、
ぱ
ら
ぱ
ら
手

が
あ
が
る
程
度
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
海
外

で
は
、
半
分
以
上
の
方
々
が
手
を
あ
げ
、
こ
の

映
画
を
ご
覧
に
な
っ
た
後
の
反
応
が
す
ご
い
の

で
す
。

　
さ
て
、
で
は
、
な
ぜ
こ
の
映
画
が
、
海
外
で

評
価
が
高
い
の
で
し
ょ
う
か
。
海
外
の
方
々
の

質
問
か
ら
推
察
す
る
と
、
日
本
が
古
く
か
ら
自

然
と
共
に
共
生
し
、
森
や
海
を
尊
敬
し
て
生
き

て
き
た
こ
と
、
特
に
、
森
と
の
関
わ
り
に
深
く

興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
一
例
を
あ
げ
る
と
、
式
年
遷
宮
で
御
奉
納
す

る
ご
神
木
は
、
2
0
0
年
以
上
前
か
ら
、
そ
の

と
き
の
た
め
に
、
植
え
ら
れ
、
育
て
ら
れ
ま

す
。
植
え
た
方
の
３
、４
世
代
後
に
は
じ
め
て
、

そ
の
苦
労
が
報
わ
れ
る
の
で
す
。
林
業
の
方
々

に
と
っ
て
は
、
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し

れ
な
い
の
で
す
が
、
外
国
で
は
、
そ
れ
が
理
解

で
き
な
い
よ
う
な
の
で
す
。

　

日
本
の
林
業
は
、
そ
れ
く
ら
い
、
神
秘
的

で
、
海
外
の
皆
様
か
ら
尊
敬
の
目
で
み
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
伊
勢
神
宮
で
は
、

1
4
0
0
年
間
毎
朝
夕
、
お
水
を
く
ん
で
、
手

で
火
を
お
越
し
、
お
米
を
焚
き
、
神
様
に
御
奉

納
し
て
い
ま
す
。
そ
の
永
続
性
が
、
驚
き
と
な

る
よ
う
な
の
で
す
。

　
た
だ
、
日
本
人
で
も
知
ら
な
い
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
す
の
で
、
手
が
あ
が
ら
な
い
だ
け
で
、

後
で
う
か
が
っ
て
み
る
と
、
日
本
人
の
方
々

も
、
同
じ
よ
う
に
驚
か
れ
、
日
本
の
文
化
の
深

さ
に
、
感
銘
を
う
け
る
と
同
時
に
、
誇
り
を
も

た
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
映
画
で
目
指
し
た
の
は
、
こ
の
日
本
の

世
界
に
誇
る
森
と
海
の
文
化
を
、
世
界
の
方
々

だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
、
日
本
の
方
々
に
も
う

一
回
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
日
本
は
、

伊
勢
神
宮
に
代
表
さ
れ
る
、
本
当
に
す
ば
ら
し

い
文
化
を
、
長
年
守
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
世
界
的
な
潮
流
で
あ
る「
サ
ス
テ
イ
ナ

ブ
ル
」な
文
化
を
、
は
る
か
昔
か
ら
先
取
り
し

て
き
た
こ
と
な
の
で
す
。
そ
の
中
心
に
あ
る
の

は
、
森
で
す
。

　

こ
の
映
画
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
の
方
々

の
、
森
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
け
ば
よ
い
な

世
界
に
誇
る
日
本
の
森
林
文
化
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

映
画「
う
み
や
ま
あ
ひ
だ
〜
伊
勢
神
宮
の
森
か
ら
響
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」

映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー　

服
部　

進

と
、
そ
し
て
、
森
や
海
に
関
心
を
も
っ
て
、
日

頃
か
ら
気
に
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

と
、
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

今後の上映予定等の詳細は、
公式ホームページ　http://umiyamaaida.jp/
公式Facebook　https://www.facebook.com/umiyamaaida

　

映
画「
う
み
や
ま

あ
ひ
だ
〜
伊
勢
神
宮

の
森
か
ら
響
く
メ
ッ

セ
ー
ジ
〜
」を
公
開

さ
せ
て
い
た
だ
い
て

か
ら
、
半
年
に
な
り

ま
す
。
特
に
平
成
27

年
４
月
の
東
京
都
二

子
玉
川
で
の
上
映
は
、
連
日
、
本
当
に
た
く
さ

ん
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
１
ヶ
月
の
ロ

ン
グ
ラ
ン
上
映
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
映
画
は
、
平
成
25
年
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
伊
勢
神
宮
の「
式
年
遷
宮
」を
き
っ
か
け

に
、
日
本
の
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
、
森
の
す
ば

ら
し
さ
を
、
写
真
家
宮
澤
正
明
監
督
の
美
し
い

映
像
、
和
楽
器
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
心
に
響
く
音
楽
、
そ
し
て
、
北
野
武

氏
、
隈
研
吾
氏
ら
、
12
人
の
賢
人
達
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
構
成
に
よ
り
、
お
伝
え
し
て
い
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。「
う
み
や
ま
あ

ひ
だ
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
昔
の
文
献
の
中

に
、
日
本
の
こ
と
を
、「
う
み
と
や
ま
の
あ
い

だ
の
国
」と
い
っ
て
い
る
記
述
が
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
命
名
し
ま
し
た
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
海
外
の
映
画
祭
で
は
、
大

服部　進 （はっとり　すすむ）

平成元年、JTに入社。営業、医薬部
外品、清涼飲料水の商品企画、マー
ケティングなどを担当。その後、ス
ポーツマネージメント、マーケティン
グリサーチ、インターネットプロモー
ションの会社を経験。
平成17年10月、大塚製薬に入社。新
製品「SOYJOY」の立ち上げ時のブラン
ドマネージメント、宣伝部などを経て、
平成19年8月退職。
平成19年9月、ハートツリー株式会社
を立ち上げる。
ドキュメンタリー映画「うみやまあひ
だ」をプロデュース。

　プロフィール
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